町民１１０番協力の家設置要綱

（目　　的）

第1条 　この要綱は、遠軽地区防犯協会佐呂間支部の目的に則り、地域住民の犯罪被害等の未然防止と早期解決のため、「町民１１０番協力の家」（以下「協力の家」という。）を設置し、住民の保護及び安全の確保を図ることを目的とする。

（事業の実施）

第2条 協力の家に係る事業の実施は、遠軽地区防犯協会佐呂間支部（以下「防犯協会」という。）が行う。

２　協力の家の配置選考は、各分会及び自治会において行う。

３　事業を円滑に執行するため、各関係機関及び団体に協力要請を行う。

　

（設　　置）

第3条 協力の家は、防犯協会佐呂間支部長が委嘱し、設置するものとする。

（協力の家の標示）

第4条 協力の家は、標示ステッカーを見やすい場所に掲げるものとする。

（協力の家の任期）

第5条 協力の家の任期は２年とする。但し、協力の家から解職の申し出がない場合は、自動的に再任されるものとする。

（協力の家の職務）

第6条 協力の家の職務は、次による。

(１)　被害の発生により、助けを求め駆け込んできた住民の一時保護

(２)　事犯の発生により、必要性がある場合は、速やかに事犯の概要を警察に通報するとともに、負傷者がいるときは救急車の要請も行うこと。

(３)　住民を保護した場合は、その後の措置について警察、家族、関係機関の指示に協力すること。

(４)　凶悪犯罪の恐れがあるときは、無理をせずに１１０番のみを確実に行うこと。

(５)　職務上知り得た個人情報を漏らしてはならないこと。退任後も同様とする。

２　協力の家は、事犯の発生及びその他防犯上参考となる情報について、別紙様式により、防犯協会事務局（役場町民課住民活動係）に報告すること。

　

（防犯協会の職務）

第7条 防犯協会の職務は、次による。

(１)　協力の家との連絡調整

(２)　関係機関との連携協力

(３)　協力の家に関する町内及び関係機関へのＰＲ

(４)　その他活動に必要な事項

（会議及び研修会等）

第8条 必要に応じ、会議及び研修会等を開催することができる。

（その他）

第9条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、支部長が別に定める。

　　　　　　　　　　附　　　　則

　この要綱は、平成１４年５月３０日から施行する。

